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【
ふ
る
さ
と
の
味
】

　先日
、
弘
前
大
学
の
あ
る
研
究
室

主
催
の
、
伝
え
て
い
き
た
い
「
ふ
る

さ
と
の
食
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
で
、
焼
肉
の
「
モ
ツ
」
を

よ
く
食
べ
る
話
を
し
た
と
こ
ろ
、
皆

さ
ん
興
味
深
く
聞
い
て
い
ま
し
た
。

　板柳
で
は
普
通
の
事
だ
と
思
っ
て

い
た
事
が
、
実
は
他
で
は
な
い
「
食

文
化
」。
こ
れ
も
あ
る
意
味
「
ふ
る

さ
と
の
食
」で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
そ
れ
で
も
一
番
は
、
な
ん
と
言
っ

て
も「
お
ふ
く
ろ
の
味
」な
ん
で
し
ょ

う
ね
。
子
ど
も
達
に
伝
え
て
い
き
た

い
も
の
で
す
ね
。

（ 

副
委
員
長

　今

　浩一
）

【
発
行
責
任
者
】

　

　議

　長

　
　安

　田     

弘

※

第
９
号
発
行
予
定
は
５
月
８
日
頃

で
す
。　議会

だ
よ
り
へ
の
ご
意
見
・
ご
感

想
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

表紙：冬将軍
(高架配水塔から撮影）
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一  般  質  問

　
　
　板
柳
中
学
校
耐
力

　
　
　度
問
題
を
機
に
補

強
も
し
く
は
新
築
の
検
討

が
行
わ
れ
て
い
る
と
同
時

に
小
中
一
貫
校
の
検
討
も

さ
れ
て
い
る
。
校
舎
の
ほ

か
給
食
業
務
に
関
し
て
も

今
後
ど
の
よ
う
な
方
式
が

よ
い
の
か
伺
い
た
い
。

　
　
　板
柳
町
に
住
む
若

　
　
　い
方
々
に
夢
を
与

え
る
た
め
に
も
公
共
施
設

の
整
備
に
早
く
手
を
つ
け

て
ほ
し
い
。

　
　

　
（
成
田
町
長
）

　
　
　全
体
の
枠
の
中
で

今
後
検
討
し
な
が
ら
整
備

を
進
め
て
い
き
た
い
。

　
　
　学
校
給
食
は
、
お

　
　
　い
し
く
栄
養
バ
ラ

ン
ス
が
と
れ
て
い
る
。
町

長
が
推
進
す
る
健
康
づ
く

り
に
も
関
係
し
て
い
る
。

現
在
、
東
小
学
校
を
除
く

小
中
学
校
の
給
食
用
食
器

は
、
大
分
年
数
が
経
過
し

て
劣
化
が
進
ん
で
い
る
。

給
食
を
提
供
す
る
人
、
そ

し
て
給
食
を
食
べ
る
児
童
・

生
徒
が
よ
り
お
い
し
く
思

え
る
よ
う
新
し
い
食
器
の

更
新
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
　
　
（
木
村
教
育
長
）

　
　
　学
校
給
食
用
食
器

は
年
数
が
大
分
経
過
し
て

い
る
。
学
校
予
算
の
中
の

備
品
購
入
費
で
対
応
す
る

こ
と
に
な
る
が
、
購
入
を

急
ぐ
備
品
か
ら
優
先
順
位

を
つ
け
て
予
算
の
範
囲
内

　
　
　平
成
28
年
度
か
ら

　
　
　小
中
一
貫
教
育
を

実
施
す
る
義
務
教
育
学
校

が
創
設
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
。
市
区
町
村
教
育

委
員
会
の
判
断
で
、
既
存

の
小
中
学
校
な
ど
を
義
務

　
　
　日
本
の
マ
イ
ナ
ン

　
　
　バ
ー
制
度
の
実
施

は
、
先
進
国
の
中
で
は
一

番
遅
い
と
言
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
制
度
で
行
政
で
の
運

用
に
あ
た
り
個
人
情
報
の

管
理
は
安
全
な
の
か
伺
い

た
い
。　

　
　
（
成
田
町
長
）

　
　
　こ
の
制
度
は
日
本

国
内
で
住
民
登
録
を
す
る

す
べ
て
の
人
に
そ
れ
ぞ
れ

12
桁
の
番
号
を
割
り
振
る

制
度
で
２
０
１
６
年
か
ら

国
や
自
治
体
は
社
会
保
障

と
税
、
災
害
対
策
の
３
分

野
で
の
利
用
を
始
め
る
。

個
人
情
報
の
安
全
管
理
は
、

通
信
の
際
は
専
用
回
線
を

使
用
す
る
た
め
、
外
部
か

ら
の
ア
ク
セ
ス
は
で
き
な

　第１６回板柳町議会定例会が、 12 月 3 日から 10 日までの日程で開催され、 8 日に行われた 「一般質問」 に、 5
名の議員が登壇しました。
　一般質問は、 議員の日常活動と町民の声や議員自身の考え方をもとに町長や教育長などの方針を問うものです。
　板柳町議会では、 １人６０分の制限時間があります。 議会だよりは、 スペースの都合上、 質問と答弁が要約して
ありますので、 臨場感ある本会議場での傍聴をお待ちしています。

第1６回定例会一般質問
町民の声を町政に

問

三戸 玲子三戸 玲子

今　浩一今　浩一

　
　
　築
49
年
経
過
し
た

 

　
　
　板
柳
中
学
校
校
舎

耐
力
度
調
査
の
結
果
報
告

が
さ
れ
た
。
残
念
な
こ
と

に
南
校
舎
が
３
３
６
３
点
、

北
校
舎
が
３
１
８
５
点
と

ボ
ー
ダ
ー
ラ
イ
ン
の
４
５

０
０
点
を
下
回
っ
て
お
り
、

か
な
り
危
険
度
が
増
し
て

い
る
。
今
後
ど
の
よ
う
な

計
画
を
考
え
て
い
る
の
か

伺
い
た
い
。

で
順
次
購
入
し
て
き
た
た

め
に
、
給
食
用
食
器
は
後

回
し
に
な
っ
た
と
思
わ
れ

る
。
今
後
は
ほ
か
の
備
品

と
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
な
が

ら
計
画
的
に
対
応
し
た
い
。

　
　
　管
内
小
中
学
校
の

　
　
　給
食
業
務
へ
の
人

員
配
置
は
中
学
校
栄
養
教

諭
１
名
と
各
小
学
校
養
護

教
諭
が
児
童
養
護
の
仕
事

と
兼
務
で
行
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
給
食
に
関
す
る

業
務
は
多
く
、
栄
養
教
諭

を
支
援
す
る
人
員
配
置
に

つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
　
　
（
成
田
町
長
）

　
　
　現
状
の
配
置
で
よ

い
の
か
ど
う
か
、
現
場
を

調
査
し
て
、
今
後
検
討
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
っ
て
い
る
。

　
　
　今
年
10
月
上
旬
の

　
　
　２
回
に
わ
た
る
暴

風
の
影
響
で
リ
ン
ゴ
落
下

な
ど
の
影
響
を
受
け
た
が
、

そ
の
被
害
状
況
に
つ
い
て

伺
い
た
い
。
ま
た
、
リ
ン

ゴ
落
下
な
ど
に
よ
り
リ
ン

問

問
教
育
学
校
に
で
き
る
こ
と

か
ら
設
置
が
増
え
る
と
予

想
さ
れ
る
。
現
在
も
当
町

の
児
童
・
生
徒
数
は
減
少

し
て
い
る
。
今
後
ま
す
ま

す
減
少
す
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
る
中
で
、
小
中
一
貫

校
を
視
野
に
入
れ
教
育
施

設
の
整
備
を
考
え
て
は
ど

う
か
。　

　
　
（
成
田
町
長
）

　
　
　今
後
の
児
童
・
生

徒
数
の
推
移
を
見
定
め
な

が
ら
、
ま
た
関
係
者
の
意

見
を
聞
き
な
が
ら
進
め
た

い
。
町
の
将
来
を
担
う
子

ど
も
た
ち
が
健
や
か
に
成

長
で
き
る
教
育
環
境
を
整

備
し
て
い
く
こ
と
が
大
事

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

い
。
万
が
一
ア
ク
セ
ス
が

で
き
て
も
ナ
ン
バ
ー
は
暗

号
化
さ
れ
て
お
り
悪
用
で

き
な
い
よ
う
対
策
が
と
ら

れ
て
い
る
。
さ
ら
に
は
、

年
金
情
報
は
年
金
事
務
所
、

税
情
報
は
税
務
署
で
分
散

管
理
す
る
た
め
、
個
人
番

号
か
ら
芋
づ
る
式
に
個
人

情
報
が
抜
き
出
せ
な
い
仕

組
み
で
あ
る
。

　
　
　役
場
庁
舎
、
公
民

　
　
　館
、
郷
土
資
料
館
、

体
育
館
な
ど
は
建
て
ら
れ

て
か
ら
大
分
年
数
が
経
過

し
耐
震
性
も
懸
念
さ
れ
る
。

建
て
か
え
な
ど
の
優
先
順

位
を
伺
い
た
い
。

　
　
　
（
成
田
町
長
）

　
　
　町
の
公
共
施
設
の

老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
こ

と
は
認
識
し
て
い
る
。
こ

れ
ら
の
施
設
整
備
に
は
順

番
は
な
い
が
、
施
設
の
状

況
を
把
握
し
、
緊
急
性
、

必
要
性
、
そ
し
て
財
政
状

況
を
勘
案
し
て
議
会
と
相

談
し
な
が
ら
慎
重
に
進
め

た
い
。

　
　
　板
柳
町
に
お
い
て

             

も
人
口
減
少
に
歯

止
め
が
か
か
ら
な
い
状
況

に
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

当
町
ゼ
ロ
歳
児
か
ら
の
出

生
を
見
て
、
今
後
複
式
学

級
に
な
る
小
学
校
は
あ
る

の
か
伺
い
た
い
。

　
　
　
（
木
村
教
育
長
）

　
　
　今
後
６
年
後
ま
で

の
出
生
数
を
確
認
し
て
み

た
が
、
今
の
と
こ
ろ
は
複

式
学
級
に
な
る
見
込
み
は

な
い
。

　
　
　安
全
安
心
な
学
校

　
　
　給
食
を
常
時
提
供

す
る
上
で
調
理
員
や
関
係

者
の
各
種
講
習
会
な
ど
へ

の
参
加
に
つ
い
て
伺
い
た

い
。

　
　
　
（
成
田
町
長
）

　
　
　食
の
安
全
安
心
を

考
え
る
と
参
加
は
必
要
で

あ
る
。
で
き
る
限
り
多
く

予
算
化
し
た
い
と
思
っ
て

い
る
。

　
　
　
（
木
村
教
育
長
）

　
　
　耐
力
度
調
査
鑑
定

報
告
書
の
結
果
か
ら
す
る

と
校
舎
の
建
て
か
え
を
視

野
に
入
れ
た
総
合
的
な
判

断
が
必
要
と
思
わ
れ
る
。

町
教
育
委
員
会
と
し
て
も

今
後
は
町
長
部
局
と
の
連

絡
を
密
に
し
な
が
ら
、
一

番
問
題
と
な
る
長
期
的
財

政
状
況
、
中
学
校
生
徒
数

の
状
況
を
考
慮
し
て
、
計

画
的
な
建
設
に
向
け
て
早

急
に
対
応
し
た
い
。

　
　
　
（
木
村
教
育
長
）

　
　
　当
町
で
は
現
在
、

小
中
学
校
と
も
に
各
学
校

で
給
食
を
調
理
す
る
単
独

調
理
場
方
式
で
行
っ
て
い

る
。
今
後
は
児
童
・
生
徒

数
が
さ
ら
に
減
少
す
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
る
の
で
、

こ
の
ま
ま
の
方
式
が
よ
い

の
か
、
給
食
セ
ン
タ
ー
と

い
っ
た
共
同
調
理
場
方
式

が
よ
い
の
か
改
め
て
検
討

し
た
い
。

葛西 幸男葛西 幸男

ゴ
農
家
は
大
変
な
状
況
に

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
が
、

町
で
は
３
年
無
利
子
の
貸

付
な
ど
を
考
え
て
は
ど
う

か
。

　
　
　
（
成
田
町
長
）

　
　
　落
下
率
30
％
を
超

え
る
落
下
被
害
は
少
な

か
っ
た
も
の
の
、
２
度
に

わ
た
る
暴
風
に
よ
り
樹
上

被
害
の
割
合
が
大
き
く
、

リ
ン
ゴ
の
品
質
低
下
を
招

い
て
い
る
。
貸
付
制
度
は

農
協
な
ど
の
関
係
団
体
と

協
議
し
な
が
ら
検
討
し
て

い
き
た
い
。

問答問答

問 問答

問 答

答

問 答

問答

問答

問

問

問 答

答

答

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

の
個
人
情
報
の
安
全

管
理
は
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

の
個
人
情
報
の
安
全

管
理
は
。

板
柳
町
の

　公
共
施
設
整
備
は
。

板
柳
町
の

　公
共
施
設
整
備
は
。

板
柳
町
に
住
む

　若
い
方
々
に
夢
を
。

板
柳
町
に
住
む

　若
い
方
々
に
夢
を
。

中
学
校
校
舎
の

　
　
　建
て
か
え
は
。

中
学
校
校
舎
の

　
　
　建
て
か
え
は
。

学
校
給
食
用
食
器
の

　
　
　
　
　更
新
を
。

学
校
給
食
用
食
器
の

　
　
　
　
　更
新
を
。

学
校
給
食
業
務
へ
の

支
援
員
の
必
要
性
は
。

学
校
給
食
業
務
へ
の

支
援
員
の
必
要
性
は
。

今
後
の
学
校
給
食
の

　
　
　調
理
方
式
は
。

今
後
の
学
校
給
食
の

　
　
　調
理
方
式
は
。

小
中
一
貫
校
の

　
　
　施
設
整
備
は
。

小
中
一
貫
校
の

　
　
　施
設
整
備
は
。

複
式
学
級
に
な
る

　
　
　
　小
学
校
は
。

複
式
学
級
に
な
る

　
　
　
　小
学
校
は
。

学
校
給
食
調
理
員
な

ど
の
各
種
講
習
会
な

ど
へ
の
参
加
の
必
要

性
は
。

学
校
給
食
調
理
員
な

ど
の
各
種
講
習
会
な

ど
へ
の
参
加
の
必
要

性
は
。

リ
ン
ゴ
落
下
な
ど
の

被
害
状
況
と
被
害
農

家
へ
の
無
利
子
貸
付

制
度
は
。

リ
ン
ゴ
落
下
な
ど
の

被
害
状
況
と
被
害
農

家
へ
の
無
利
子
貸
付

制
度
は
。
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る
児
童
・

生
徒
が
よ
り
お
い
し
く
思

え
る
よ
う
新
し
い
食
器
の

更
新
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
　
　
（
木
村
教
育
長
）

　
　
　学
校
給
食
用
食
器

は
年
数
が
大
分
経
過
し
て

い
る
。
学
校
予
算
の
中
の

備
品
購
入
費
で
対
応
す
る

こ
と
に
な
る
が
、
購
入
を

急
ぐ
備
品
か
ら
優
先
順
位

を
つ
け
て
予
算
の
範
囲
内

　
　
　平
成
28
年
度
か
ら

　
　
　小
中
一
貫
教
育
を

実
施
す
る
義
務
教
育
学
校

が
創
設
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
。
市
区
町
村
教
育

委
員
会
の
判
断
で
、
既
存

の
小
中
学
校
な
ど
を
義
務

　
　
　日
本
の
マ
イ
ナ
ン

　
　
　バ
ー
制
度
の
実
施

は
、
先
進
国
の
中
で
は
一

番
遅
い
と
言
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
制
度
で
行
政
で
の
運

用
に
あ
た
り
個
人
情
報
の

管
理
は
安
全
な
の
か
伺
い

た
い
。　

　
　
（
成
田
町
長
）

　
　
　こ
の
制
度
は
日
本

国
内
で
住
民
登
録
を
す
る

す
べ
て
の
人
に
そ
れ
ぞ
れ

12
桁
の
番
号
を
割
り
振
る

制
度
で
２
０
１
６
年
か
ら

国
や
自
治
体
は
社
会
保
障

と
税
、
災
害
対
策
の
３
分

野
で
の
利
用
を
始
め
る
。

個
人
情
報
の
安
全
管
理
は
、

通
信
の
際
は
専
用
回
線
を

使
用
す
る
た
め
、
外
部
か

ら
の
ア
ク
セ
ス
は
で
き
な

　第１６回板柳町議会定例会が、 12 月 3 日から 10 日までの日程で開催され、 8 日に行われた 「一般質問」 に、 5
名の議員が登壇しました。
　一般質問は、 議員の日常活動と町民の声や議員自身の考え方をもとに町長や教育長などの方針を問うものです。
　板柳町議会では、 １人６０分の制限時間があります。 議会だよりは、 スペースの都合上、 質問と答弁が要約して
ありますので、 臨場感ある本会議場での傍聴をお待ちしています。

第1６回定例会一般質問
町民の声を町政に

問

三戸 玲子三戸 玲子

今　浩一今　浩一

　
　
　築
49
年
経
過
し
た

 

　
　
　板
柳
中
学
校
校
舎

耐
力
度
調
査
の
結
果
報
告

が
さ
れ
た
。
残
念
な
こ
と

に
南
校
舎
が
３
３
６
３
点
、

北
校
舎
が
３
１
８
５
点
と

ボ
ー
ダ
ー
ラ
イ
ン
の
４
５

０
０
点
を
下
回
っ
て
お
り
、

か
な
り
危
険
度
が
増
し
て

い
る
。
今
後
ど
の
よ
う
な

計
画
を
考
え
て
い
る
の
か

伺
い
た
い
。

で
順
次
購
入
し
て
き
た
た

め
に
、
給
食
用
食
器
は
後

回
し
に
な
っ
た
と
思
わ
れ

る
。
今
後
は
ほ
か
の
備
品

と
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
な
が

ら
計
画
的
に
対
応
し
た
い
。

　
　
　管
内
小
中
学
校
の

　
　
　給
食
業
務
へ
の
人

員
配
置
は
中
学
校
栄
養
教

諭
１
名
と
各
小
学
校
養
護

教
諭
が
児
童
養
護
の
仕
事

と
兼
務
で
行
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
給
食
に
関
す
る

業
務
は
多
く
、
栄
養
教
諭

を
支
援
す
る
人
員
配
置
に

つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
　
　
（
成
田
町
長
）

　
　
　現
状
の
配
置
で
よ

い
の
か
ど
う
か
、
現
場
を

調
査
し
て
、
今
後
検
討
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
っ
て
い
る
。

　
　
　今
年
10
月
上
旬
の

　
　
　２
回
に
わ
た
る
暴

風
の
影
響
で
リ
ン
ゴ
落
下

な
ど
の
影
響
を
受
け
た
が
、

そ
の
被
害
状
況
に
つ
い
て

伺
い
た
い
。
ま
た
、
リ
ン

ゴ
落
下
な
ど
に
よ
り
リ
ン

問

問
教
育
学
校
に
で
き
る
こ
と

か
ら
設
置
が
増
え
る
と
予

想
さ
れ
る
。
現
在
も
当
町

の
児
童
・
生
徒
数
は
減
少

し
て
い
る
。
今
後
ま
す
ま

す
減
少
す
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
る
中
で
、
小
中
一
貫

校
を
視
野
に
入
れ
教
育
施

設
の
整
備
を
考
え
て
は
ど

う
か
。　

　
　
（
成
田
町
長
）

　
　
　今
後
の
児
童
・
生

徒
数
の
推
移
を
見
定
め
な

が
ら
、
ま
た
関
係
者
の
意

見
を
聞
き
な
が
ら
進
め
た

い
。
町
の
将
来
を
担
う
子

ど
も
た
ち
が
健
や
か
に
成

長
で
き
る
教
育
環
境
を
整

備
し
て
い
く
こ
と
が
大
事

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

い
。
万
が
一
ア
ク
セ
ス
が

で
き
て
も
ナ
ン
バ
ー
は
暗

号
化
さ
れ
て
お
り
悪
用
で

き
な
い
よ
う
対
策
が
と
ら

れ
て
い
る
。
さ
ら
に
は
、

年
金
情
報
は
年
金
事
務
所
、

税
情
報
は
税
務
署
で
分
散

管
理
す
る
た
め
、
個
人
番

号
か
ら
芋
づ
る
式
に
個
人

情
報
が
抜
き
出
せ
な
い
仕

組
み
で
あ
る
。

　
　
　役
場
庁
舎
、
公
民

　
　
　館
、
郷
土
資
料
館
、

体
育
館
な
ど
は
建
て
ら
れ

て
か
ら
大
分
年
数
が
経
過

し
耐
震
性
も
懸
念
さ
れ
る
。

建
て
か
え
な
ど
の
優
先
順

位
を
伺
い
た
い
。

　
　
　
（
成
田
町
長
）

　
　
　町
の
公
共
施
設
の

老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
こ

と
は
認
識
し
て
い
る
。
こ

れ
ら
の
施
設
整
備
に
は
順

番
は
な
い
が
、
施
設
の
状

況
を
把
握
し
、
緊
急
性
、

必
要
性
、
そ
し
て
財
政
状

況
を
勘
案
し
て
議
会
と
相

談
し
な
が
ら
慎
重
に
進
め

た
い
。

　
　
　板
柳
町
に
お
い
て

             

も
人
口
減
少
に
歯

止
め
が
か
か
ら
な
い
状
況

に
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

当
町
ゼ
ロ
歳
児
か
ら
の
出

生
を
見
て
、
今
後
複
式
学

級
に
な
る
小
学
校
は
あ
る

の
か
伺
い
た
い
。

　
　
　
（
木
村
教
育
長
）

　
　
　今
後
６
年
後
ま
で

の
出
生
数
を
確
認
し
て
み

た
が
、
今
の
と
こ
ろ
は
複

式
学
級
に
な
る
見
込
み
は

な
い
。

　
　
　安
全
安
心
な
学
校

　
　
　給
食
を
常
時
提
供

す
る
上
で
調
理
員
や
関
係

者
の
各
種
講
習
会
な
ど
へ

の
参
加
に
つ
い
て
伺
い
た

い
。

　
　
　
（
成
田
町
長
）

　
　
　食
の
安
全
安
心
を

考
え
る
と
参
加
は
必
要
で

あ
る
。
で
き
る
限
り
多
く

予
算
化
し
た
い
と
思
っ
て

い
る
。

　
　
　
（
木
村
教
育
長
）

　
　
　耐
力
度
調
査
鑑
定

報
告
書
の
結
果
か
ら
す
る

と
校
舎
の
建
て
か
え
を
視

野
に
入
れ
た
総
合
的
な
判

断
が
必
要
と
思
わ
れ
る
。

町
教
育
委
員
会
と
し
て
も

今
後
は
町
長
部
局
と
の
連

絡
を
密
に
し
な
が
ら
、
一

番
問
題
と
な
る
長
期
的
財

政
状
況
、
中
学
校
生
徒
数

の
状
況
を
考
慮
し
て
、
計

画
的
な
建
設
に
向
け
て
早

急
に
対
応
し
た
い
。

　
　
　
（
木
村
教
育
長
）

　
　
　当
町
で
は
現
在
、

小
中
学
校
と
も
に
各
学
校

で
給
食
を
調
理
す
る
単
独

調
理
場
方
式
で
行
っ
て
い

る
。
今
後
は
児
童
・
生
徒

数
が
さ
ら
に
減
少
す
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
る
の
で
、

こ
の
ま
ま
の
方
式
が
よ
い

の
か
、
給
食
セ
ン
タ
ー
と

い
っ
た
共
同
調
理
場
方
式

が
よ
い
の
か
改
め
て
検
討

し
た
い
。

葛西 幸男葛西 幸男

ゴ
農
家
は
大
変
な
状
況
に

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
が
、

町
で
は
３
年
無
利
子
の
貸

付
な
ど
を
考
え
て
は
ど
う

か
。

　
　
　
（
成
田
町
長
）

　
　
　落
下
率
30
％
を
超

え
る
落
下
被
害
は
少
な

か
っ
た
も
の
の
、
２
度
に

わ
た
る
暴
風
に
よ
り
樹
上

被
害
の
割
合
が
大
き
く
、

リ
ン
ゴ
の
品
質
低
下
を
招

い
て
い
る
。
貸
付
制
度
は

農
協
な
ど
の
関
係
団
体
と

協
議
し
な
が
ら
検
討
し
て

い
き
た
い
。

問答問答

問 問答

問 答

答

問 答

問答

問答

問

問

問 答

答

答

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

の
個
人
情
報
の
安
全

管
理
は
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

の
個
人
情
報
の
安
全

管
理
は
。

板
柳
町
の

　公
共
施
設
整
備
は
。

板
柳
町
の

　公
共
施
設
整
備
は
。

板
柳
町
に
住
む

　若
い
方
々
に
夢
を
。

板
柳
町
に
住
む

　若
い
方
々
に
夢
を
。

中
学
校
校
舎
の

　
　
　建
て
か
え
は
。

中
学
校
校
舎
の

　
　
　建
て
か
え
は
。

学
校
給
食
用
食
器
の

　
　
　
　
　更
新
を
。

学
校
給
食
用
食
器
の

　
　
　
　
　更
新
を
。

学
校
給
食
業
務
へ
の

支
援
員
の
必
要
性
は
。

学
校
給
食
業
務
へ
の

支
援
員
の
必
要
性
は
。

今
後
の
学
校
給
食
の

　
　
　調
理
方
式
は
。

今
後
の
学
校
給
食
の

　
　
　調
理
方
式
は
。

小
中
一
貫
校
の

　
　
　施
設
整
備
は
。

小
中
一
貫
校
の

　
　
　施
設
整
備
は
。

複
式
学
級
に
な
る

　
　
　
　小
学
校
は
。

複
式
学
級
に
な
る

　
　
　
　小
学
校
は
。

学
校
給
食
調
理
員
な

ど
の
各
種
講
習
会
な

ど
へ
の
参
加
の
必
要

性
は
。

学
校
給
食
調
理
員
な

ど
の
各
種
講
習
会
な

ど
へ
の
参
加
の
必
要

性
は
。

リ
ン
ゴ
落
下
な
ど
の

被
害
状
況
と
被
害
農

家
へ
の
無
利
子
貸
付

制
度
は
。

リ
ン
ゴ
落
下
な
ど
の

被
害
状
況
と
被
害
農

家
へ
の
無
利
子
貸
付

制
度
は
。
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爆
弾
低
気
圧
に
よ
る

被
害
農
家
へ
の
町
の

対
応
は
。

爆
弾
低
気
圧
に
よ
る

被
害
農
家
へ
の
町
の

対
応
は
。

防
風
ネ
ッ
ト
の

　
　補
助
金
制
度
は
。

防
風
ネ
ッ
ト
の

　
　補
助
金
制
度
は
。

新
規
就
農
者
の

　受
け
入
れ
体
制
は
。

新
規
就
農
者
の

　受
け
入
れ
体
制
は
。

今
後
の
板
柳
町

　
　農
業
の
軸
足
は
。

今
後
の
板
柳
町

　
　農
業
の
軸
足
は
。

人
口
減
少
対
策
と
し

て
の
今
後
の
農
業
は
。

人
口
減
少
対
策
と
し

て
の
今
後
の
農
業
は
。

町
ふ
る
さ
と
セ
ン

タ
ー
の
利
活
用
や
、

町
特
産
品
と
の
コ
ラ

ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
。

町
ふ
る
さ
と
セ
ン

タ
ー
の
利
活
用
や
、

町
特
産
品
と
の
コ
ラ

ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
対
策
と
し
て

国
が
考
え
る
収
入
保

険
制
度
へ
の
板
柳
町

の
対
応
は
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
対
策
と
し
て

国
が
考
え
る
収
入
保

険
制
度
へ
の
板
柳
町

の
対
応
は
。

問答問答

問問

問 答答

問答答

問答

問答

　
　
　ふ
る
さ
と
セ
ン

              

タ
ー
な
ど
を
中
心

に
交
流
会
や
勉
強
会
な
ど
、

グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
に

興
味
の
あ
る
農
家
の
方
々

を
集
っ
て
シ
ス
テ
ム
の
構

築
を
し
て
は
ど
う
か
。
ま

た
、
リ
ン
ゴ
栽
培
作
業
、

花
摘
み
や
実
す
ぐ
り
、
リ

ン
ゴ
の
も
ぎ
取
り
な
ど
、

季
節
ご
と
の
作
業
体
験
を

パ
ッ
ケ
ー
ジ
で
売
り
出
し

た
り
、
さ
ら
に
は
町
特
産

品
の
マ
コ
モ
タ
ケ
や
、
い

た
や
毛
豆
な
ど
と
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
は
で
き
な
い

か
伺
い
た
い
。

　
　
　
（
成
田
町
長
）

　
　
　ふ
る
さ
と
セ
ン

タ
ー
の
観
光
農
園
な
ど
を

　
　
　10
月
の
爆
弾
低
気

　
　
　圧
に
よ
る
暴
風
被

害
農
家
へ
の
町
の
対
応
を

具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
伺
い
た
い
。

　
　

　
（
成
田
町
長
）

　
　
　リ
ン
ゴ
の
落
下
被

害
の
ほ
か
樹
上
損
傷
も
多

く
、
板
柳
町
か
ら
津
軽
広

域
農
業
共
済
組
合
に
対
し

て
、
で
き
る
だ
け
被
害
対

策
と
し
て
見
て
く
れ
る
よ

う
強
く
要
望
し
て
い
る
。

今
回
の
災
害
を
契
機
に
さ

ら
に
果
樹
共
済
へ
の
加
入

促
進
が
必
要
で
あ
る
と
考

　
　
　10
年
、
20
年
先
の

　
　
　大
規
模
経
営
農
家

を
奨
励
す
る
に
当
た
り
、

板
柳
町
の
限
ら
れ
た
農
地

の
中
で
、
大
規
模
農
家
が

耕
作
面
積
を
拡
大
す
る
こ

と
で
、
小
規
模
農
家
は
耕

作
面
積
が
限
り
な
く
縮
小

ま
た
は
、
な
く
な
る
。
農

家
の
規
模
拡
大
だ
け
を
奨

励
す
る
よ
う
な
行
政
と
い

う
も
の
は
ど
う
い
う
も
の

か
。
そ
の
こ
と
か
ら
将
来

の
板
柳
町
の
農
業
の
軸
足

を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
伺
い
た
い
。

　
　
　新
規
に
農
業
を
目

　
　
　指
す
方
々
に
交
付

金
を
一
定
期
間
支
給
し
、

こ
の
間
に
農
業
経
営
が
安

定
で
き
る
よ
う
に
専
業
的

農
業
者
育
成
を
目
的
と
し

て
い
る
新
規
就
農
奨
励
金

制
度
が
あ
る
。
板
柳
町
の

新
規
就
農
者
に
対
す
る
受

け
入
れ
体
制
に
つ
い
て
伺

い
た
い
。

　
　

　
（
成
田
町
長
）

　
　
　新
規
就
農
者
受
け

入
れ
体
制
は
、
町
経
済
課

が
中
心
と
な
り
青
森
県
の

各
関
係
機
関
や
農
業
委
員

会
、
農
業
関
係
団
体
と
連

携
し
な
が
ら
進
め
て
い
る
。

新
規
就
農
者
に
は
国
の
青

年
就
農
給
付
金
の
ほ
か
、

板
柳
町
独
自
の
研
修
資
金

補
助
金
や
住
宅
賃
貸
借
料

補
助
金
、
り
ん
ご
ま
る
か

じ
り
塾
な
ど
の
支
援
策
が

あ
る
。
今
後
も
よ
り
活
用

し
や
す
く
効
果
の
あ
る
支

援
策
や
仕
組
み
づ
く
り
に

努
め
て
い
き
た
い
。

現
在
板
柳
町
で
許
可
の
あ

る
農
家
民
宿
は
３
軒
ほ
ど

あ
り
近
年
は
規
制
緩
和
に

よ
り
許
可
農
家
民
宿
も
増

加
傾
向
に
あ
る
。
初
期
投

資
が
少
な
く
、
何
よ
り
農

家
の
所
得
向
上
が
考
え
ら

れ
る
た
め
、
今
後
の
対
応

を
含
め
て
、町
長
の
グ
リ
ー

ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
農
家
民

泊
に
つ
い
て
の
考
え
を
伺

い
た
い
。

　
　
　
（
成
田
町
長
）

　
　
　青
森
県
内
で
は
グ

リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
受
け

入
れ
協
議
会
の
設
立
な
ど

体
制
の
整
備
が
行
わ
れ
、

民
宿
数
が
増
加
し
て
い
る
。

観
光
資
源
の
少
な
い
町
で

は
、
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ

ム
は
観
光
行
政
の
推
進
や

交
流
人
口
を
増
や
す
上
で

大
変
重
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド

の
一
つ
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
。
板
柳
町
に
あ
っ

た
ど
の
よ
う
な
も
の
が
よ

い
の
か
な
ど
を
調
査
研
究

し
て
、
こ
の
事
業
を
推
進

し
て
い
き
た
い
。

　
　
　国
土
交
通
省
の
宿

　
　
　泊
旅
行
統
計
に
よ

る
と
青
森
県
の
延
べ
宿
泊

数
は
平
成
24
年
度
か
ら
平

成
26
年
度
ま
で
の
過
去
３

カ
年
度
は
年
度
平
均
約
４

６
０
万
人
で
推
移
し
て
い

る
。
中
で
も
外
国
人
は
全

国
的
な
傾
向
で
年
々
増
加

し
て
お
り
、
青
森
県
の
平

成
26
年
度
は
７
万
４
千
人

と
な
っ
て
い
る
。
平
成
28

年
３
月
の
北
海
道
新
幹
線

開
業
に
と
も
な
う
青
森
県

で
推
進
す
る
ラ
ム
ダ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
や
平
成
32
年
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
な
ど
観

光
客
が
増
加
す
る
イ
ベ
ン

ト
が
控
え
て
い
る
。
当
町

と
し
て
も
観
光
客
の
誘
致

が
必
要
で
あ
る
と
考
え
、

　
　
　農
林
水
産
省
は
、  

　
　
　環
太
平
洋
経
済
連

携
協
定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
の
関

税
撤
廃
に
よ
る
農
家
の
収

入
減
を
、
補
填
す
る
「
収

入
保
険
制
度
」
を
導
入
す

る
。
実
施
さ
れ
た
場
合
板

柳
町
で
は
助
成
な
い
し
、

か
さ
上
げ
補
助
な
ど
を
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
伺
い
た
い
。

　
　
　
（
成
田
町
長
）

　
　
　現
在
、国
で
は
「
収

入
保
険
制
度
」
の
導
入
に

向
け
た
検
討
が
行
わ
れ
て

い
る
。
そ
の
た
め
、
板
柳

町
で
は
こ
の
制
度
の
情
報

収
集
に
努
め
、
国
や
青
森

県
の
動
向
を
注
視
し
な
が

ら
、
ど
の
よ
う
な
連
携
や

支
援
が
で
き
る
の
か
今
後

検
討
し
た
い
。

　
　
　板
柳
町
の
人
口
減

　
　
　少
対
策
と
し
て
、

新
規
就
農
者
を
町
に
呼
び

込
む
こ
と
、
ま
た
機
械
化

が
有
効
な
稲
作
で
大
規
模

な
農
業
者
を
育
て
る
に
し

て
も
農
地
は
限
ら
れ
て
お

り
、
そ
の
結
果
と
し
て
小

規
模
農
家
は
消
滅
し
て
離

農
者
が
増
え
る
と
考
え
る
。

今
ま
で
小
規
模
な
が
ら
農

業
収
入
が
あ
っ
た
農
家
に

は
全
然
収
入
が
な
く
な
る
。

そ
し
て
働
く
場
所
を
町
外

へ
求
め
、
結
果
と
し
て
人

口
減
少
に
つ
な
が
る
の
で

は
な
い
か
。
こ
の
た
め
の

対
策
と
し
て
企
業
の
誘
致

な
ど
働
く
場
所
の
創
出
が

必
要
に
な
る
。
こ
れ
ら
か

ら
人
口
減
少
対
策
と
し
て

の
農
業
に
つ
い
て
の
考
え

を
伺
い
た
い
。

　
　

　
（
成
田
町
長
）

　
　
　稲
作
農
家
の
所
得

向
上
に
は
、
規
模
の
拡
大

や
収
益
性
の
高
い
転
作
物

の
導
入
が
必
要
で
あ
る
。

小
規
模
農
家
は
、
集
落
営

農
組
織
、
あ
る
い
は
農
家

の
法
人
化
で
少
し
で
も
そ

う
い
う
方
々
を
中
に
取
り

込
む
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

ま
た
、
離
農
者
の
方
々
の

対
策
は
大
変
難
し
い
課
題

で
、
そ
の
対
策
と
し
て
企

業
の
誘
致
は
現
状
で
は
困

難
な
状
況
で
あ
る
。
そ
う

い
う
こ
と
か
ら
農
業
の
６

次
産
業
化
を
さ
ら
に
推
し

進
め
、
雇
用
機
会
を
増
や

し
て
い
き
た
い
。

　
　
　近
年
の
気
象
変
動

　
　
　は
激
し
す
ぎ
る
と

感
じ
て
い
る
。
当
町
で
は

風
の
影
響
で
リ
ン
ゴ
落
下

な
ど
が
あ
る
と
町
経
済
に

大
き
な
影
響
を
与
え
る
。

風
対
策
と
し
て
防
風
ネ
ッ

ト
な
ど
の
必
要
性
と
経
年

劣
化
し
た
防
風
ネ
ッ
ト
の

改
修
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

ま
た
、
防
風
ネ
ッ
ト
の
新

設
及
び
改
修
の
補
助
金
制

度
に
つ
い
て
も
伺
い
た
い
。

　
　
　
（
成
田
町
長
）

　
　
　リ
ン
ゴ
園
の
風
対
策

と
し
て
、
防
風
網
や
防
風
林

の
設
置
が
最
も
効
果
的
と
考

え
て
い
る
。
防
風
網
は
、
国

の
果
樹
経
営
支
援
対
策
事
業

で
事
業
費
の
２
分
の
１
の
補

助
金
を
受
け
ら
れ
る
の
で
、

こ
の
事
業
を
活
用
し
て
ほ
し

い
。
ま
た
、
防
風
ネ
ッ
ト
の

修
繕
に
係
る
国
、
県
の
補
助

事
業
は
現
在
は
な
い
が
、
今

後
も
関
係
機
関
に
強
く
要
望

し
て
い
き
た
い
。

　
　
　

　
　

　
（
成
田
町
長
）

　
　
　近
年
の
農
業
の
後

継
者
不
足
、
担
い
手
の
高

齢
化
、
廃
業
農
家
の
増
加

が
懸
念
さ
れ
、
特
に
リ
ン

ゴ
生
産
で
は
農
業
労
働
力

の
確
保
が
重
要
な
課
題
と

な
っ
て
い
る
。
新
規
就
農

者
の
発
掘
や
担
い
手
育
成
、

農
業
経
営
の
法
人
化
な
ど

を
推
進
し
、
農
業
労
働
力

の
確
保
に
努
め
、
今
後
と

も
米
と
リ
ン
ゴ
を
中
心
に

農
業
を
推
進
す
る
方
針
で

あ
る
。

え
て
い
る
ほ
か
、
国
の
事

業
を
活
用
し
て
風
被
害
の

軽
減
に
効
果
の
あ
る
防
風

ネ
ッ
ト
の
設
置
促
進
を
図

り
、
災
害
に
強
い
園
地
づ

く
り
を
進
め
た
い
。

中
心
に
、
さ
ら
に
は
町
特

産
品
を
含
め
て
、
グ
リ
ー

ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
事
業
を
進

め
て
い
き
た
い
。

　

　

一  般  質  問

成田 陽光 成田 陽光 

一  般  質  問

【
葛
西 

幸
男 

議
員
】

葛西 清人葛西 清人

　傍聴者名簿に住所、氏名、年齢
を記入していただければ、どなた
でも本会議を傍聴することができ
ます。本会議は１０時に開会しま
す。なお、傍聴できる人数は５１
人となっております。

※12 月定例会 （一般質問） に、 板柳町女性団体連絡
　協議会 （会長／成田悦子） の 18 名のみなさんほか、
　多数の町民の方が傍聴しました。

議 会 を 傍 聴 し ま せ ん か議 会 を 傍 聴 し ま せ ん か

　次の定例会は３月です。
※改選期のため、会期日程は 3 月 10 日以
降に議会運営委員会を開催し決定します。
決定次第、ホームページでお知らせしま
す。

グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ

ム
、
農
家
民
宿
へ
の

考
え
は
。

グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ

ム
、
農
家
民
宿
へ
の

考
え
は
。
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爆
弾
低
気
圧
に
よ
る

被
害
農
家
へ
の
町
の

対
応
は
。

爆
弾
低
気
圧
に
よ
る

被
害
農
家
へ
の
町
の

対
応
は
。

防
風
ネ
ッ
ト
の

　
　補
助
金
制
度
は
。

防
風
ネ
ッ
ト
の

　
　補
助
金
制
度
は
。

新
規
就
農
者
の

　受
け
入
れ
体
制
は
。

新
規
就
農
者
の

　受
け
入
れ
体
制
は
。

今
後
の
板
柳
町

　
　農
業
の
軸
足
は
。

今
後
の
板
柳
町

　
　農
業
の
軸
足
は
。

人
口
減
少
対
策
と
し

て
の
今
後
の
農
業
は
。

人
口
減
少
対
策
と
し

て
の
今
後
の
農
業
は
。

町
ふ
る
さ
と
セ
ン

タ
ー
の
利
活
用
や
、

町
特
産
品
と
の
コ
ラ

ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
。

町
ふ
る
さ
と
セ
ン

タ
ー
の
利
活
用
や
、

町
特
産
品
と
の
コ
ラ

ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
対
策
と
し
て

国
が
考
え
る
収
入
保

険
制
度
へ
の
板
柳
町

の
対
応
は
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
対
策
と
し
て

国
が
考
え
る
収
入
保

険
制
度
へ
の
板
柳
町

の
対
応
は
。

問答問答

問問

問 答答

問答答

問答

問答

　
　
　ふ
る
さ
と
セ
ン

              

タ
ー
な
ど
を
中
心

に
交
流
会
や
勉
強
会
な
ど
、

グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
に

興
味
の
あ
る
農
家
の
方
々

を
集
っ
て
シ
ス
テ
ム
の
構

築
を
し
て
は
ど
う
か
。
ま

た
、
リ
ン
ゴ
栽
培
作
業
、

花
摘
み
や
実
す
ぐ
り
、
リ

ン
ゴ
の
も
ぎ
取
り
な
ど
、

季
節
ご
と
の
作
業
体
験
を

パ
ッ
ケ
ー
ジ
で
売
り
出
し

た
り
、
さ
ら
に
は
町
特
産

品
の
マ
コ
モ
タ
ケ
や
、
い

た
や
毛
豆
な
ど
と
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
は
で
き
な
い

か
伺
い
た
い
。

　
　
　
（
成
田
町
長
）

　
　
　ふ
る
さ
と
セ
ン

タ
ー
の
観
光
農
園
な
ど
を

　
　
　10
月
の
爆
弾
低
気

　
　
　圧
に
よ
る
暴
風
被

害
農
家
へ
の
町
の
対
応
を

具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
伺
い
た
い
。

　
　

　
（
成
田
町
長
）

　
　
　リ
ン
ゴ
の
落
下
被

害
の
ほ
か
樹
上
損
傷
も
多

く
、
板
柳
町
か
ら
津
軽
広

域
農
業
共
済
組
合
に
対
し

て
、
で
き
る
だ
け
被
害
対

策
と
し
て
見
て
く
れ
る
よ

う
強
く
要
望
し
て
い
る
。

今
回
の
災
害
を
契
機
に
さ

ら
に
果
樹
共
済
へ
の
加
入

促
進
が
必
要
で
あ
る
と
考

　
　
　10
年
、
20
年
先
の

　
　
　大
規
模
経
営
農
家

を
奨
励
す
る
に
当
た
り
、

板
柳
町
の
限
ら
れ
た
農
地

の
中
で
、
大
規
模
農
家
が

耕
作
面
積
を
拡
大
す
る
こ

と
で
、
小
規
模
農
家
は
耕

作
面
積
が
限
り
な
く
縮
小

ま
た
は
、
な
く
な
る
。
農

家
の
規
模
拡
大
だ
け
を
奨

励
す
る
よ
う
な
行
政
と
い

う
も
の
は
ど
う
い
う
も
の

か
。
そ
の
こ
と
か
ら
将
来

の
板
柳
町
の
農
業
の
軸
足

を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
伺
い
た
い
。

　
　
　新
規
に
農
業
を
目

　
　
　指
す
方
々
に
交
付

金
を
一
定
期
間
支
給
し
、

こ
の
間
に
農
業
経
営
が
安

定
で
き
る
よ
う
に
専
業
的

農
業
者
育
成
を
目
的
と
し

て
い
る
新
規
就
農
奨
励
金

制
度
が
あ
る
。
板
柳
町
の

新
規
就
農
者
に
対
す
る
受

け
入
れ
体
制
に
つ
い
て
伺

い
た
い
。

　
　

　
（
成
田
町
長
）

　
　
　新
規
就
農
者
受
け

入
れ
体
制
は
、
町
経
済
課

が
中
心
と
な
り
青
森
県
の

各
関
係
機
関
や
農
業
委
員

会
、
農
業
関
係
団
体
と
連

携
し
な
が
ら
進
め
て
い
る
。

新
規
就
農
者
に
は
国
の
青

年
就
農
給
付
金
の
ほ
か
、

板
柳
町
独
自
の
研
修
資
金

補
助
金
や
住
宅
賃
貸
借
料

補
助
金
、
り
ん
ご
ま
る
か

じ
り
塾
な
ど
の
支
援
策
が

あ
る
。
今
後
も
よ
り
活
用

し
や
す
く
効
果
の
あ
る
支

援
策
や
仕
組
み
づ
く
り
に

努
め
て
い
き
た
い
。

現
在
板
柳
町
で
許
可
の
あ

る
農
家
民
宿
は
３
軒
ほ
ど

あ
り
近
年
は
規
制
緩
和
に

よ
り
許
可
農
家
民
宿
も
増

加
傾
向
に
あ
る
。
初
期
投

資
が
少
な
く
、
何
よ
り
農

家
の
所
得
向
上
が
考
え
ら

れ
る
た
め
、
今
後
の
対
応

を
含
め
て
、町
長
の
グ
リ
ー

ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
農
家
民

泊
に
つ
い
て
の
考
え
を
伺

い
た
い
。

　
　
　
（
成
田
町
長
）

　
　
　青
森
県
内
で
は
グ

リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
受
け

入
れ
協
議
会
の
設
立
な
ど

体
制
の
整
備
が
行
わ
れ
、

民
宿
数
が
増
加
し
て
い
る
。

観
光
資
源
の
少
な
い
町
で

は
、
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ

ム
は
観
光
行
政
の
推
進
や

交
流
人
口
を
増
や
す
上
で

大
変
重
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド

の
一
つ
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
。
板
柳
町
に
あ
っ

た
ど
の
よ
う
な
も
の
が
よ

い
の
か
な
ど
を
調
査
研
究

し
て
、
こ
の
事
業
を
推
進

し
て
い
き
た
い
。

　
　
　国
土
交
通
省
の
宿

　
　
　泊
旅
行
統
計
に
よ

る
と
青
森
県
の
延
べ
宿
泊

数
は
平
成
24
年
度
か
ら
平

成
26
年
度
ま
で
の
過
去
３

カ
年
度
は
年
度
平
均
約
４

６
０
万
人
で
推
移
し
て
い

る
。
中
で
も
外
国
人
は
全

国
的
な
傾
向
で
年
々
増
加

し
て
お
り
、
青
森
県
の
平

成
26
年
度
は
７
万
４
千
人

と
な
っ
て
い
る
。
平
成
28

年
３
月
の
北
海
道
新
幹
線

開
業
に
と
も
な
う
青
森
県

で
推
進
す
る
ラ
ム
ダ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
や
平
成
32
年
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
な
ど
観

光
客
が
増
加
す
る
イ
ベ
ン

ト
が
控
え
て
い
る
。
当
町

と
し
て
も
観
光
客
の
誘
致

が
必
要
で
あ
る
と
考
え
、

　
　
　農
林
水
産
省
は
、  

　
　
　環
太
平
洋
経
済
連

携
協
定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
の
関

税
撤
廃
に
よ
る
農
家
の
収

入
減
を
、
補
填
す
る
「
収

入
保
険
制
度
」
を
導
入
す

る
。
実
施
さ
れ
た
場
合
板

柳
町
で
は
助
成
な
い
し
、

か
さ
上
げ
補
助
な
ど
を
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
伺
い
た
い
。

　
　
　
（
成
田
町
長
）

　
　
　現
在
、国
で
は
「
収

入
保
険
制
度
」
の
導
入
に

向
け
た
検
討
が
行
わ
れ
て

い
る
。
そ
の
た
め
、
板
柳

町
で
は
こ
の
制
度
の
情
報

収
集
に
努
め
、
国
や
青
森

県
の
動
向
を
注
視
し
な
が

ら
、
ど
の
よ
う
な
連
携
や

支
援
が
で
き
る
の
か
今
後

検
討
し
た
い
。

　
　
　板
柳
町
の
人
口
減

　
　
　少
対
策
と
し
て
、

新
規
就
農
者
を
町
に
呼
び

込
む
こ
と
、
ま
た
機
械
化

が
有
効
な
稲
作
で
大
規
模

な
農
業
者
を
育
て
る
に
し

て
も
農
地
は
限
ら
れ
て
お

り
、
そ
の
結
果
と
し
て
小

規
模
農
家
は
消
滅
し
て
離

農
者
が
増
え
る
と
考
え
る
。

今
ま
で
小
規
模
な
が
ら
農

業
収
入
が
あ
っ
た
農
家
に

は
全
然
収
入
が
な
く
な
る
。

そ
し
て
働
く
場
所
を
町
外

へ
求
め
、
結
果
と
し
て
人

口
減
少
に
つ
な
が
る
の
で

は
な
い
か
。
こ
の
た
め
の

対
策
と
し
て
企
業
の
誘
致

な
ど
働
く
場
所
の
創
出
が

必
要
に
な
る
。
こ
れ
ら
か

ら
人
口
減
少
対
策
と
し
て

の
農
業
に
つ
い
て
の
考
え

を
伺
い
た
い
。

　
　

　
（
成
田
町
長
）

　
　
　稲
作
農
家
の
所
得

向
上
に
は
、
規
模
の
拡
大

や
収
益
性
の
高
い
転
作
物

の
導
入
が
必
要
で
あ
る
。

小
規
模
農
家
は
、
集
落
営

農
組
織
、
あ
る
い
は
農
家

の
法
人
化
で
少
し
で
も
そ

う
い
う
方
々
を
中
に
取
り

込
む
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

ま
た
、
離
農
者
の
方
々
の

対
策
は
大
変
難
し
い
課
題

で
、
そ
の
対
策
と
し
て
企

業
の
誘
致
は
現
状
で
は
困

難
な
状
況
で
あ
る
。
そ
う

い
う
こ
と
か
ら
農
業
の
６

次
産
業
化
を
さ
ら
に
推
し

進
め
、
雇
用
機
会
を
増
や

し
て
い
き
た
い
。

　
　
　近
年
の
気
象
変
動

　
　
　は
激
し
す
ぎ
る
と

感
じ
て
い
る
。
当
町
で
は

風
の
影
響
で
リ
ン
ゴ
落
下

な
ど
が
あ
る
と
町
経
済
に

大
き
な
影
響
を
与
え
る
。

風
対
策
と
し
て
防
風
ネ
ッ

ト
な
ど
の
必
要
性
と
経
年

劣
化
し
た
防
風
ネ
ッ
ト
の

改
修
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

ま
た
、
防
風
ネ
ッ
ト
の
新

設
及
び
改
修
の
補
助
金
制

度
に
つ
い
て
も
伺
い
た
い
。

　
　
　
（
成
田
町
長
）

　
　
　リ
ン
ゴ
園
の
風
対
策

と
し
て
、
防
風
網
や
防
風
林

の
設
置
が
最
も
効
果
的
と
考

え
て
い
る
。
防
風
網
は
、
国

の
果
樹
経
営
支
援
対
策
事
業

で
事
業
費
の
２
分
の
１
の
補

助
金
を
受
け
ら
れ
る
の
で
、

こ
の
事
業
を
活
用
し
て
ほ
し

い
。
ま
た
、
防
風
ネ
ッ
ト
の

修
繕
に
係
る
国
、
県
の
補
助

事
業
は
現
在
は
な
い
が
、
今

後
も
関
係
機
関
に
強
く
要
望

し
て
い
き
た
い
。

　
　
　

　
　

　
（
成
田
町
長
）

　
　
　近
年
の
農
業
の
後

継
者
不
足
、
担
い
手
の
高

齢
化
、
廃
業
農
家
の
増
加

が
懸
念
さ
れ
、
特
に
リ
ン

ゴ
生
産
で
は
農
業
労
働
力

の
確
保
が
重
要
な
課
題
と

な
っ
て
い
る
。
新
規
就
農

者
の
発
掘
や
担
い
手
育
成
、

農
業
経
営
の
法
人
化
な
ど

を
推
進
し
、
農
業
労
働
力

の
確
保
に
努
め
、
今
後
と

も
米
と
リ
ン
ゴ
を
中
心
に

農
業
を
推
進
す
る
方
針
で

あ
る
。

え
て
い
る
ほ
か
、
国
の
事

業
を
活
用
し
て
風
被
害
の

軽
減
に
効
果
の
あ
る
防
風

ネ
ッ
ト
の
設
置
促
進
を
図

り
、
災
害
に
強
い
園
地
づ

く
り
を
進
め
た
い
。

中
心
に
、
さ
ら
に
は
町
特

産
品
を
含
め
て
、
グ
リ
ー

ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
事
業
を
進

め
て
い
き
た
い
。

　

　

一  般  質  問

成田 陽光 成田 陽光 

一  般  質  問

【
葛
西 

幸
男 

議
員
】

葛西 清人葛西 清人

　傍聴者名簿に住所、氏名、年齢
を記入していただければ、どなた
でも本会議を傍聴することができ
ます。本会議は１０時に開会しま
す。なお、傍聴できる人数は５１
人となっております。

※12 月定例会 （一般質問） に、 板柳町女性団体連絡
　協議会 （会長／成田悦子） の 18 名のみなさんほか、
　多数の町民の方が傍聴しました。

議 会 を 傍 聴 し ま せ ん か議 会 を 傍 聴 し ま せ ん か

　次の定例会は３月です。
※改選期のため、会期日程は 3 月 10 日以
降に議会運営委員会を開催し決定します。
決定次第、ホームページでお知らせしま
す。

グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ

ム
、
農
家
民
宿
へ
の

考
え
は
。

グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ

ム
、
農
家
民
宿
へ
の

考
え
は
。
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一目でわかる審議結果一目でわかる審議結果
第16回定例会12月提出議案第16回定例会12月提出議案

 議　　　　　　案　 結　果
 ・人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて（新任・北畠彰氏） 全員同意

 ・弘前地区環境整備事務組合の共同処理する事務の変更に伴う財産処分について 全員可決

 ・青森県西北五地方視聴覚教育協議会の廃止について 全員可決

 ・板柳町行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律に

　 基づく個人番号の利用に関する条例の制定について

 ・板柳町税条例等の一部改正について 全員可決

 ・平成２７年度補正予算（板柳町一般会計ほか６件） 全員可決

 ・板柳町議会基本条例の制定について 全員可決

 ・若い人も高齢者も安心できる年金を求める意見書 全員可決

全員可決

開催日 会　議　等　名 出席議員

１０月　７日  町例月検査（監査）  安田(久)議員

１０月　８日  議員全員協議会（町諸案件等）  安田議長、議員

１０月　９日  西北津軽郡町議会議長会議  安田議長、副議長

１０月１５日  町議会だより編集特別委員会  葛西委員長、委員

１０月１６日  議会運営委員会（１１・１２月会議等）  葛西委員長、委員

１０月２０日～２１日  全国町村議会広報研修会  編集特別委員

１０月２３日  町議会だより編集特別委員会  葛西委員長、委員

１０月２６日  町議会だより編集特別委員会  葛西委員長、委員

１０月２８日  正副議長・事務局長研修会  安田議長、副議長

１０月３１日  町議会だより編集特別委員会  葛西委員長、委員

１１月　６日  町例月検査（監査）  安田(久)議員

１１月１１日～１３日  議長全国大会及び西北津軽郡町議会議長会視察研修  安田議長

１１月２４日  知事を囲む行政懇談会  安田議長

１１月２５日  議案説明会  議員

〃  弘前地区環境整備事務組合議会定例会  成田肇議員

〃  津軽広域連合議会定例会  長内議員

〃  弘前地区消防事務組合議会定例会  今議員

１１月３０日  議会運営委員会（定例会案件）  葛西委員長、委員

１２月　３日  本会議（定例会日程、町長の提案理由等）  安田議長、議員

１２月　７日  町例月検査（監査）  安田(久)議員

〃  議会基本条例制定調査特別委員会  成田委員長、委員等

１２月　８日  本会議（一般質問・５人）  安田議長、議員

〃  議会基本条例制定調査特別委員会  成田委員長、委員等

１２月　９日  総務産業厚生常任委員会（所管事務調査）  長内委員長、委員

〃  議会基本条例制定調査特別委員会  成田委員長、委員等

１２月１０日  本会議（委員長報告、採決、閉会）  安田議長、議員

〃  議員全員協議会（町諸案件等）  安田議長、議員

〃  議会運営委員会（定例会案件）  葛西委員長、委員

　　　　【１０月】

　　　　【１１月】

　　　　【１２月】

 ●●●●●  議会の動き（10月～12月）●●●●●

開かれた議会をめざして開かれた議会をめざして開かれた議会をめざして開かれた議会をめざして
  － 議会基本条例を制定 －  － 議会基本条例を制定 －

条例制定の趣旨

　地方分権の進展により、地方が主体となる今日、地方公共団体は、これまで以上に地域の特性
を考慮しつつ、町民の意思を反映した政策を自ら立案し実施していくことが求められています。
　地方自治制度の二元代表制の一翼を担う議会においても、その果たすべき役割や責務が拡大し
てきています。
　このため、議会は、合議制の議事機関の特性を最大限に活かし、これまで以上に公平性、公正性、
透明性の高い議会運営を推進し、町民に開かれた議会をつくり上げていく努力が必要であると考
えています。
　このことから、板柳町議会の基本理念となるものとして、板柳町議会基本条例を制定しました。
　なお、この条例は平成 28 年 ４月１日から施行することとしています。

条例の概要

　第１に、この条例は、前文を初めとする８章で、計 18 条で構成しており、町民福祉の向上と
　　　　    活力ある豊かなまちづくりの実現に寄与することを目的としています。
　第２に、議会運営及び議員の活動原則などを定め、議員は議会活動を通じて町民の負託に応え
                     るものとするとともに、議会は町民の代表機関として、更に板柳町の議決機関である
                     ことを常に自覚して、公平性、透明性及び信頼性を確保し、町民に開かれた議会を目
                     指していきます。
　第３に、町民との関係については、議会活動に関する情報を積極的に公開し、分かりやすい表
                     現を用いて説明責任を十分に果たすものとするほか、請願及び陳情を町民による政策
                     提案と位置づけ、誠実に対応していきます。
　第４に、町長等との関係については、議会審議における緊張関係を保つことに努めることとし、
                     一般質問に当たっては、論点及び争点を明確にするために一問一答方式で行うことが
                     できるとしています。
　第５に、議会は、その有する監視及び評価並びに政策形成機能を十分に発揮するとともに、議
                     員相互間の自由討議に努め、合意形成に努めることとしています。
　　そのほか、特別委員会の設置等、議員の政治倫理、議会広報の充実、議会事務局の体制整備
　などについて規定しています。
　　なお、議会は、この条例の目的が達成されているかどうかを議会運営委員会で検討し、必要
　に応じて適切な措置を講ずることとしています。

※板柳町議会基本条例の全文をご覧になりたい方は、町ホームページをご覧いただくか、議会事
　務局へご連絡ください。
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１２月　３日  本会議（定例会日程、町長の提案理由等）  安田議長、議員

１２月　７日  町例月検査（監査）  安田(久)議員

〃  議会基本条例制定調査特別委員会  成田委員長、委員等

１２月　８日  本会議（一般質問・５人）  安田議長、議員

〃  議会基本条例制定調査特別委員会  成田委員長、委員等

１２月　９日  総務産業厚生常任委員会（所管事務調査）  長内委員長、委員

〃  議会基本条例制定調査特別委員会  成田委員長、委員等

１２月１０日  本会議（委員長報告、採決、閉会）  安田議長、議員

〃  議員全員協議会（町諸案件等）  安田議長、議員

〃  議会運営委員会（定例会案件）  葛西委員長、委員

　　　　【１０月】

　　　　【１１月】

　　　　【１２月】

 ●●●●●  議会の動き（10月～12月）●●●●●

開かれた議会をめざして開かれた議会をめざして開かれた議会をめざして開かれた議会をめざして
  － 議会基本条例を制定 －  － 議会基本条例を制定 －

条例制定の趣旨

　地方分権の進展により、地方が主体となる今日、地方公共団体は、これまで以上に地域の特性
を考慮しつつ、町民の意思を反映した政策を自ら立案し実施していくことが求められています。
　地方自治制度の二元代表制の一翼を担う議会においても、その果たすべき役割や責務が拡大し
てきています。
　このため、議会は、合議制の議事機関の特性を最大限に活かし、これまで以上に公平性、公正性、
透明性の高い議会運営を推進し、町民に開かれた議会をつくり上げていく努力が必要であると考
えています。
　このことから、板柳町議会の基本理念となるものとして、板柳町議会基本条例を制定しました。
　なお、この条例は平成 28 年 ４月１日から施行することとしています。

条例の概要

　第１に、この条例は、前文を初めとする８章で、計 18 条で構成しており、町民福祉の向上と
　　　　    活力ある豊かなまちづくりの実現に寄与することを目的としています。
　第２に、議会運営及び議員の活動原則などを定め、議員は議会活動を通じて町民の負託に応え
                     るものとするとともに、議会は町民の代表機関として、更に板柳町の議決機関である
                     ことを常に自覚して、公平性、透明性及び信頼性を確保し、町民に開かれた議会を目
                     指していきます。
　第３に、町民との関係については、議会活動に関する情報を積極的に公開し、分かりやすい表
                     現を用いて説明責任を十分に果たすものとするほか、請願及び陳情を町民による政策
                     提案と位置づけ、誠実に対応していきます。
　第４に、町長等との関係については、議会審議における緊張関係を保つことに努めることとし、
                     一般質問に当たっては、論点及び争点を明確にするために一問一答方式で行うことが
                     できるとしています。
　第５に、議会は、その有する監視及び評価並びに政策形成機能を十分に発揮するとともに、議
                     員相互間の自由討議に努め、合意形成に努めることとしています。
　　そのほか、特別委員会の設置等、議員の政治倫理、議会広報の充実、議会事務局の体制整備
　などについて規定しています。
　　なお、議会は、この条例の目的が達成されているかどうかを議会運営委員会で検討し、必要
　に応じて適切な措置を講ずることとしています。

※板柳町議会基本条例の全文をご覧になりたい方は、町ホームページをご覧いただくか、議会事
　務局へご連絡ください。
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議
案
審
議
の
主
な
も
の

議
案
審
議
の
主
な
も
の

・
新
た
に
農
業
委
員
会
が
、

各
区
域
か
ら
「
農
地
利
用
適

正
化
推
進
委
員
」
を
委
嘱
。

推
進
委
員
は
、
自
ら
の
担
当

区
域
に
お
い
て
、
担
い
手
へ

の
農
地
利
用
の
集
積
・
集
約

化
、
耕
作
放
棄
地
等
の
発
生

防
止
・
解
消
等
の
地
域
に
お

け
る
現
場
活
動
を
行
う
。

■
ふ
る
さ
と
納
税

Ｑ
現
在
の
納
税
状
況
に
つ
い

て
。

Ａ
12
月
４
日
現
在
で
、
１
３

４
件
、
金
額
で
７
２
０
万
円

ほ
ど
に
な
っ
て
お
り
、
昨
年

度
の
実
績
を
越
え
て
い
る
現

状
と
な
っ
て
い
る
。

Ｑ
納
税
者
へ
お
礼
だ
け
で
な

く
、『
〇
〇
の
た
め
に
使
わ

せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
』『
お
か
げ
で
〇
〇
を
買

う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま

た
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。』
等
メ
ッ
セ
ー
ジ
性
が

必
要
と
思
う
が
。

Ａ
お
礼
状
に
は
、
納
税
者
の

希
望
を
取
り
入
れ
た
ま
ち
づ

く
り
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
く

旨
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
書
い

て
、
来
年
度
へ
つ
な
げ
て
い

き
た
い
。

■
板
柳
中
央
病
院

Ｑ
非
常
勤
医
師
が
増
え
た
と

の
こ
と
だ
が
、
何
人
か
。

Ａ
現
在
、
一
週
間
に
30
名
の

非
常
勤
医
師
が
来
院
し
て
い

る
。

Ｑ
ど
こ
の
病
院
か
ら
き
て
い

る
の
か
。

Ａ
ほ
と
ん
ど
が
、
弘
前
大
学

医
学
部
附
属
病
院
か
ら
で
、

一
部
弘
前
市
立
病
院
と
国
立

病
院
機
構
弘
前
病
院
か
ら
、

外
科
と
整
形
外
科
で
派
遣
さ

れ
て
い
る
。

Ｑ
整
形
外
科
が
混
み
合
っ
て

い
る
と
聞
い
た
が
。

Ａ
整
形
外
科
は
、
火
曜
日
の

午
後
３
時
か
ら
と
、
金
曜
日

の
午
後
１
時
半
か
ら
の
週
２

回
で
、
い
ず
れ
も
来
院
す
る

医
師
の
都
合
に
よ
る
も
の
で

あ
り
、
ど
う
に
も
で
き
な
い

状
況
で
あ
る
。
火
曜
日
の
診

療
が
午
後
７
時
ま
で
か
か
っ

て
い
る
状
況
な
の
で
、
曜
日

の
変
更
等
、
院
長
を
通
し
て

検
討
し
て
い
き
た
い
。

■
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

　
　（個
人
番
号
カ
ー
ド
）

Ｑ
個
人
番
号
カ
ー
ド
を
申
請

し
た
場
合
の
交
付
手
順
に
つ

い
て
。

■
北
小
学
校
・
南
小
学
校

　ス
ト
ー
ブ
修
繕
料

Ｑ
ス
ト
ー
ブ
修
繕
料
の
内
訳

は
。

Ａ
Ｆ
Ｆ
の
暖
房
機
で
北
小
15

台
、
南
小
４
台
の
計
19
台
分

で
あ
る
。
夏
場
に
点
検
は
し

て
い
る
が
、
10
月
中
旬
試
運

転
し
た
際
に
全
く
動
か
な
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
。
30
年
ほ

ど
使
用
の
た
め
部
品
も
な
く

全
部
交
換
と
い
う
こ
と
で
、

予
算
流
用
し
入
札
を
行
っ

た
。
契
約
額
は
６
０
４
万
８

千
円
。
工
期
も
約
２
ヶ
月
か

か
る
と
い
う
こ
と
で
、
現
在

は
ス
ト
ー
ブ
の
使
用
で
き
る

教
室
へ
移
動
し
て
対
応
し
て

お
り
、
３
学
期
の
始
業
式
に

は
間
に
合
う
よ
う
に
進
め
て

い
る
。

Ｑ
ス
ト
ー
ブ
は
全
部
で
何
台

あ
る
の
か
。

Ａ
各
校
75
台
ず
つ
、
計
１
５

０
台
あ
る
。
同
時
期
に
建
設

さ
れ
て
お
り
、
か
な
り
更
新

総
務
産
業
厚
生

常
任
委
員
会

福
祉
建
設
文
教

常
任
委
員
会

■
中
小
企
業
信
用
保
証
制

　度
保
証
料
補
給
金

Ｑ
増
額
補
正
さ
れ
て
い
る

が
、
現
在
ま
で
の
利
用
状
況

は
。

Ａ
現
在
16
件
の
利
用
が
あ
り

３
０
７
万
７
千
円
の
保
証
料

（
融
資
額
は
２
億
５
５
０
万

円
）
と
な
っ
て
い
る
。
今
後

３
月
ま
で
に
約
15
件
の
利
用

が
見
込
ま
れ
る
た
め
、
増
額

補
正
す
る
も
の
で
あ
る
。

■
農
業
委
員
会
等
に
関
す

　る
法
律
の
改
正

Ｑ
概
要
に
つ
い
て
。

Ａ
新
制
度
は
、
平
成
28
年
４

月
１
日
施
行
で
あ
る
が
、
板

柳
町
の
現
農
業
委
員
の
任
期

が
平
成
29
年
７
月
19
日
ま
で

な
の
で
、
任
期
終
了
後
に
新

制
度
適
用
と
な
る
。
主
な
概

要
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

・
農
業
委
員
の
選
出
方
法
が
、

選
挙
で
な
く
町
長
が
議
会
の

同
意
を
得
て
任
命
す
る
。

は
し
て
い
る
が
、
ま
だ
ま
だ

故
障
の
可
能
性
が
あ
る
と
い

い
う
の
が
不
安
材
料
で
あ

る
。

■
青
森
県
西
北
五
地
方
視

　聴
覚
教
育
協
議
会
廃
止

Ｑ
概
要
に
つ
い
て
。

Ａ
昭
和
47
年
７
月
に
西
北
五

15
市
町
村
が
社
会
教
育
に
お

い
て
必
要
と
す
る
16
ミ
リ
映

画
等
が
非
常
に
高
額
で
あ
っ

た
た
め
、
各
市
町
村
が
負
担

金
を
出
し
共
同
利
用
す
る
と

い
う
こ
と
で
協
議
会
を
設

立
。
し
か
し
近
年
は
Ｄ
Ｖ
Ｄ

や
ブ
ル
ー
レ
イ
デ
ィ
ス
ク
が

主
流
と
な
り
、
16
ミ
リ
映
画

の
利
用
は
著
し
く
減
少
。
平

成
20
年
度
か
ら
は
負
担
金
の

拠
出
も
廃
止
さ
れ
、
市
町
村

合
併
等
も
あ
り
、
協
議
会
を

維
持
し
て
い
く
必
要
性
が
薄

れ
て
き
た
こ
と
か
ら
廃
止
す

る
も
の
。

　
今
後
の
日
程
は
、
現
在
７

市
町
（
五
所
川
原
市
、
つ
が

る
市
、
鰺
ヶ
沢
町
、
深
浦
町
、

鶴
田
町
、
中
泊
町
、
板
柳
町
）

で
議
決
後
、
協
議
会
廃
止
の

協
議
書
に
調
印
し
、
そ
の
後

告
示
及
び
県
へ
廃
止
届
を
提

出
し
、
平
成
28
年
３
月
31
日

で
廃
止
と
な
る
。

Ａ
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
交
付

申
請
後
、
交
付
通
知
書
（
は

が
き
）
が
自
宅
に
届
く
の
で

交
付
通
知
書
に
記
載
さ
れ
た

期
限
ま
で
に
、
本
人
確
認
書

類
等
を
持
参
し
、
役
場
（
町

民
環
境
課
窓
口
）
へ
来
て
交

付
を
受
け
る
こ
と
と
な
る
。

　
陳
　
情

・
労
働
基
準
法
及
び
労
働
者

派
遣
法
の
「
改
正
」
に
反
対

す
る
意
見
書
採
択
の
陳
情

　
　
　
　
　
　
継
続
審
査

・「
安
全
保
障
関
連
法
案
」

の
廃
案
を
求
め
る
意
見
書
採

択
の
陳
情
　
　
　
　継

続
審
査

・
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
に
関
す
る
陳

情
　
　
　
　
　
　
継
続
審
査

・
米
価
暴
落
対
策
の
意
見
書

を
求
め
る
陳
情
（
２
件
）

　
　
　
　
　
　
継
続
審
査

・
外
国
人
の
扶
養
控
除
制
度

の
見
直
し
を
求
め
る
意
見
書

の
採
択
を
求
め
る
陳
情

　
　
　
　
　
　
継
続
審
査

・
Ｔ
Ｐ
Ｐ
日
米
協
議
の
合
意

内
容
を
明
ら
か
に
し
、
国
会

決
議
に
違
反
す
る
合
意
の
撤

回
を
求
め
る
陳
情

　
　
　
　
　
　
継
続
審
査

　
陳
　
情

・
若
い
人
も
高
齢
者
も
安
心

で
き
る
年
金
を
求
め
る
意
見

書
採
択
の
陳
情

　
　
　
　
　
　
採
　
　
択

※

常
任
委
員
会
終
了
後
、
管

内
小
中
学
校
（
東
小
学
校
除

く
）
を
訪
問
し
、
学
校
給
食

用
食
器
等
の
現
状
調
査
を
行

い
、
町
へ
要
望
書
を
提
出
し

ま
し
た
。

　要　望　書　

　教育行政に対する住民の関心や要望の多様化を踏

まえて、 板柳町教育委員会では学校教育指導の重

点事項の一つに 「食に関する指導の充実」 を目標と

して掲げております。

　我が町の将来を担う児童 ・生徒に提供される給食

は、 栄養バランスはもとより衛生的な環境を維持する

ことも重要です。 しかしながら、 現在使用されている

一部の給食用食器等は劣化が著しく、 食事に対する

意欲の低下や衛生面で懸念されており、 食育上の弊

害となっております。 町立小 ・中学校の給食用食器

等の更新にあたり、 次のことを要望します。

　１． 現在、 町立小 ・中学校で使用されている経年

劣化した給食用食器等の更新を速やかに実施してい

ただきたい。

　２． 更新に際しては、 他の備品に加え予算措置し

ていただきたい。

青
森
県
町
村
議
会
議
長
会

　
正
副
議
長
・
事
務
局
長

　
　
　
　
　
　
　
　
研
修
会

　　
平
成
27
年
10
月
28
日
、
青
森
県
共

同
ビ
ル
大
会
議
室
に
お
い
て
、
牛
山

久
仁
彦
氏
（
明
治
大
学
政
治
経
済
学

部
教
授
）
を
講
師
に
、「
自
治
体
議
会

改
革
と
地
方
創
生
」
を
テ
ー
マ
と
し

た
研
修
会
が
開
催
さ
れ
、
議
長
、
副

議
長
、
事
務
局
長
の
３
名
が
参
加
し

ま
し
た
。

　
前
半
の
自
治
体
議
会
改
革
で
は
、

地
方
分
権
を
め
ぐ
る
状
況
と
議
会
、

地
方
分
権
で
拡
大
す
る
自
治
体
議
員

の
責
任
、
注
目
さ
れ
る
議
員
の
あ
り

方
の
３
項
目
に
つ
い
て
、
後
半
の
地

方
創
生
で
は
、
本
格
的
な
人
口
減
少

時
代
へ
突
入
し
、
そ
の
対
策
の
た
め

に
議
会
と
し
て
も
積
極
的
に
施
策
立

案
に
参
画
す
る
こ
と
の
重
要
性
に
つ

い
て
講
義
を
受
け
ま
し
た
。

　
地
方
議
員
が
住
民
の
声
を
踏
ま
え

た
活
動
を
積
極
的
に
行
い
、
政
策
実

現
に
結
び
つ
け
て
い
く
こ
と
が
必
要

で
あ
り
、
ま
た
地
域
住
民
の
生
活
を

支
え
る
た
め
の
行
政
の
役
割
の
重
要

性
と
と
も
に
、
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な

要
求
を
よ
く
知
る
町
村
議
会
議
員
が

人
口
減
少
を
防
ぐ
方
策
を
考
え
、
地

域
の
維
持
発
展
に
取
り
組
む
こ
と
が

今
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
実
感
し

ま
し
た
。

（
副
議
長
　
成
田
　
肇
）

棄 権 せ ず に 投 票 し ま し ょ う !
　板柳町議会議員一般選挙の投票日は
　　   ２月21日（日）／投票時間：午前7時～午後6時

※期日前投票　　期間：2月17日（水）～2月20日（土）　時間：午前８時30分～午後8時
　　　　　　　　　　　場所：板柳町福祉センター2階（選挙管理委員会事務室）

常任委員会審査
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議
案
審
議
の
主
な
も
の

議
案
審
議
の
主
な
も
の

・
新
た
に
農
業
委
員
会
が
、

各
区
域
か
ら
「
農
地
利
用
適

正
化
推
進
委
員
」
を
委
嘱
。

推
進
委
員
は
、
自
ら
の
担
当

区
域
に
お
い
て
、
担
い
手
へ

の
農
地
利
用
の
集
積
・
集
約

化
、
耕
作
放
棄
地
等
の
発
生

防
止
・
解
消
等
の
地
域
に
お

け
る
現
場
活
動
を
行
う
。

■
ふ
る
さ
と
納
税

Ｑ
現
在
の
納
税
状
況
に
つ
い

て
。

Ａ
12
月
４
日
現
在
で
、
１
３

４
件
、
金
額
で
７
２
０
万
円

ほ
ど
に
な
っ
て
お
り
、
昨
年

度
の
実
績
を
越
え
て
い
る
現

状
と
な
っ
て
い
る
。

Ｑ
納
税
者
へ
お
礼
だ
け
で
な

く
、『
〇
〇
の
た
め
に
使
わ

せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
』『
お
か
げ
で
〇
〇
を
買

う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま

た
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。』
等
メ
ッ
セ
ー
ジ
性
が

必
要
と
思
う
が
。

Ａ
お
礼
状
に
は
、
納
税
者
の

希
望
を
取
り
入
れ
た
ま
ち
づ

く
り
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
く

旨
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
書
い

て
、
来
年
度
へ
つ
な
げ
て
い

き
た
い
。

■
板
柳
中
央
病
院

Ｑ
非
常
勤
医
師
が
増
え
た
と

の
こ
と
だ
が
、
何
人
か
。

Ａ
現
在
、
一
週
間
に
30
名
の

非
常
勤
医
師
が
来
院
し
て
い

る
。

Ｑ
ど
こ
の
病
院
か
ら
き
て
い

る
の
か
。

Ａ
ほ
と
ん
ど
が
、
弘
前
大
学

医
学
部
附
属
病
院
か
ら
で
、

一
部
弘
前
市
立
病
院
と
国
立

病
院
機
構
弘
前
病
院
か
ら
、

外
科
と
整
形
外
科
で
派
遣
さ

れ
て
い
る
。

Ｑ
整
形
外
科
が
混
み
合
っ
て

い
る
と
聞
い
た
が
。

Ａ
整
形
外
科
は
、
火
曜
日
の

午
後
３
時
か
ら
と
、
金
曜
日

の
午
後
１
時
半
か
ら
の
週
２

回
で
、
い
ず
れ
も
来
院
す
る

医
師
の
都
合
に
よ
る
も
の
で

あ
り
、
ど
う
に
も
で
き
な
い

状
況
で
あ
る
。
火
曜
日
の
診

療
が
午
後
７
時
ま
で
か
か
っ

て
い
る
状
況
な
の
で
、
曜
日

の
変
更
等
、
院
長
を
通
し
て

検
討
し
て
い
き
た
い
。

■
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

　
　（個
人
番
号
カ
ー
ド
）

Ｑ
個
人
番
号
カ
ー
ド
を
申
請

し
た
場
合
の
交
付
手
順
に
つ

い
て
。

■
北
小
学
校
・
南
小
学
校

　ス
ト
ー
ブ
修
繕
料

Ｑ
ス
ト
ー
ブ
修
繕
料
の
内
訳

は
。

Ａ
Ｆ
Ｆ
の
暖
房
機
で
北
小
15

台
、
南
小
４
台
の
計
19
台
分

で
あ
る
。
夏
場
に
点
検
は
し

て
い
る
が
、
10
月
中
旬
試
運

転
し
た
際
に
全
く
動
か
な
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
。
30
年
ほ

ど
使
用
の
た
め
部
品
も
な
く

全
部
交
換
と
い
う
こ
と
で
、

予
算
流
用
し
入
札
を
行
っ

た
。
契
約
額
は
６
０
４
万
８

千
円
。
工
期
も
約
２
ヶ
月
か

か
る
と
い
う
こ
と
で
、
現
在

は
ス
ト
ー
ブ
の
使
用
で
き
る

教
室
へ
移
動
し
て
対
応
し
て

お
り
、
３
学
期
の
始
業
式
に

は
間
に
合
う
よ
う
に
進
め
て

い
る
。

Ｑ
ス
ト
ー
ブ
は
全
部
で
何
台

あ
る
の
か
。

Ａ
各
校
75
台
ず
つ
、
計
１
５

０
台
あ
る
。
同
時
期
に
建
設

さ
れ
て
お
り
、
か
な
り
更
新

総
務
産
業
厚
生

常
任
委
員
会

福
祉
建
設
文
教

常
任
委
員
会

■
中
小
企
業
信
用
保
証
制

　度
保
証
料
補
給
金

Ｑ
増
額
補
正
さ
れ
て
い
る

が
、
現
在
ま
で
の
利
用
状
況

は
。

Ａ
現
在
16
件
の
利
用
が
あ
り

３
０
７
万
７
千
円
の
保
証
料

（
融
資
額
は
２
億
５
５
０
万

円
）
と
な
っ
て
い
る
。
今
後

３
月
ま
で
に
約
15
件
の
利
用

が
見
込
ま
れ
る
た
め
、
増
額

補
正
す
る
も
の
で
あ
る
。

■
農
業
委
員
会
等
に
関
す

　る
法
律
の
改
正

Ｑ
概
要
に
つ
い
て
。

Ａ
新
制
度
は
、
平
成
28
年
４

月
１
日
施
行
で
あ
る
が
、
板

柳
町
の
現
農
業
委
員
の
任
期

が
平
成
29
年
７
月
19
日
ま
で

な
の
で
、
任
期
終
了
後
に
新

制
度
適
用
と
な
る
。
主
な
概

要
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

・
農
業
委
員
の
選
出
方
法
が
、

選
挙
で
な
く
町
長
が
議
会
の

同
意
を
得
て
任
命
す
る
。

は
し
て
い
る
が
、
ま
だ
ま
だ

故
障
の
可
能
性
が
あ
る
と
い

い
う
の
が
不
安
材
料
で
あ

る
。

■
青
森
県
西
北
五
地
方
視

　聴
覚
教
育
協
議
会
廃
止

Ｑ
概
要
に
つ
い
て
。

Ａ
昭
和
47
年
７
月
に
西
北
五

15
市
町
村
が
社
会
教
育
に
お

い
て
必
要
と
す
る
16
ミ
リ
映

画
等
が
非
常
に
高
額
で
あ
っ

た
た
め
、
各
市
町
村
が
負
担

金
を
出
し
共
同
利
用
す
る
と

い
う
こ
と
で
協
議
会
を
設

立
。
し
か
し
近
年
は
Ｄ
Ｖ
Ｄ

や
ブ
ル
ー
レ
イ
デ
ィ
ス
ク
が

主
流
と
な
り
、
16
ミ
リ
映
画

の
利
用
は
著
し
く
減
少
。
平

成
20
年
度
か
ら
は
負
担
金
の

拠
出
も
廃
止
さ
れ
、
市
町
村

合
併
等
も
あ
り
、
協
議
会
を

維
持
し
て
い
く
必
要
性
が
薄

れ
て
き
た
こ
と
か
ら
廃
止
す

る
も
の
。

　
今
後
の
日
程
は
、
現
在
７

市
町
（
五
所
川
原
市
、
つ
が

る
市
、
鰺
ヶ
沢
町
、
深
浦
町
、

鶴
田
町
、
中
泊
町
、
板
柳
町
）

で
議
決
後
、
協
議
会
廃
止
の

協
議
書
に
調
印
し
、
そ
の
後

告
示
及
び
県
へ
廃
止
届
を
提

出
し
、
平
成
28
年
３
月
31
日

で
廃
止
と
な
る
。

Ａ
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
交
付

申
請
後
、
交
付
通
知
書
（
は

が
き
）
が
自
宅
に
届
く
の
で

交
付
通
知
書
に
記
載
さ
れ
た

期
限
ま
で
に
、
本
人
確
認
書

類
等
を
持
参
し
、
役
場
（
町

民
環
境
課
窓
口
）
へ
来
て
交

付
を
受
け
る
こ
と
と
な
る
。

　
陳
　
情

・
労
働
基
準
法
及
び
労
働
者

派
遣
法
の
「
改
正
」
に
反
対

す
る
意
見
書
採
択
の
陳
情

　
　
　
　
　
　
継
続
審
査

・「
安
全
保
障
関
連
法
案
」

の
廃
案
を
求
め
る
意
見
書
採

択
の
陳
情
　
　
　
　継

続
審
査

・
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
に
関
す
る
陳

情
　
　
　
　
　
　
継
続
審
査

・
米
価
暴
落
対
策
の
意
見
書

を
求
め
る
陳
情
（
２
件
）

　
　
　
　
　
　
継
続
審
査

・
外
国
人
の
扶
養
控
除
制
度

の
見
直
し
を
求
め
る
意
見
書

の
採
択
を
求
め
る
陳
情

　
　
　
　
　
　
継
続
審
査

・
Ｔ
Ｐ
Ｐ
日
米
協
議
の
合
意

内
容
を
明
ら
か
に
し
、
国
会

決
議
に
違
反
す
る
合
意
の
撤

回
を
求
め
る
陳
情

　
　
　
　
　
　
継
続
審
査

　
陳
　
情

・
若
い
人
も
高
齢
者
も
安
心

で
き
る
年
金
を
求
め
る
意
見

書
採
択
の
陳
情

　
　
　
　
　
　
採
　
　
択

※

常
任
委
員
会
終
了
後
、
管

内
小
中
学
校
（
東
小
学
校
除

く
）
を
訪
問
し
、
学
校
給
食

用
食
器
等
の
現
状
調
査
を
行

い
、
町
へ
要
望
書
を
提
出
し

ま
し
た
。

　要　望　書　

　教育行政に対する住民の関心や要望の多様化を踏

まえて、 板柳町教育委員会では学校教育指導の重

点事項の一つに 「食に関する指導の充実」 を目標と

して掲げております。

　我が町の将来を担う児童 ・生徒に提供される給食

は、 栄養バランスはもとより衛生的な環境を維持する

ことも重要です。 しかしながら、 現在使用されている

一部の給食用食器等は劣化が著しく、 食事に対する

意欲の低下や衛生面で懸念されており、 食育上の弊

害となっております。 町立小 ・中学校の給食用食器

等の更新にあたり、 次のことを要望します。

　１． 現在、 町立小 ・中学校で使用されている経年

劣化した給食用食器等の更新を速やかに実施してい

ただきたい。

　２． 更新に際しては、 他の備品に加え予算措置し

ていただきたい。

青
森
県
町
村
議
会
議
長
会

　
正
副
議
長
・
事
務
局
長

　
　
　
　
　
　
　
　
研
修
会

　　
平
成
27
年
10
月
28
日
、
青
森
県
共

同
ビ
ル
大
会
議
室
に
お
い
て
、
牛
山

久
仁
彦
氏
（
明
治
大
学
政
治
経
済
学

部
教
授
）
を
講
師
に
、「
自
治
体
議
会

改
革
と
地
方
創
生
」
を
テ
ー
マ
と
し

た
研
修
会
が
開
催
さ
れ
、
議
長
、
副

議
長
、
事
務
局
長
の
３
名
が
参
加
し

ま
し
た
。

　
前
半
の
自
治
体
議
会
改
革
で
は
、

地
方
分
権
を
め
ぐ
る
状
況
と
議
会
、

地
方
分
権
で
拡
大
す
る
自
治
体
議
員

の
責
任
、
注
目
さ
れ
る
議
員
の
あ
り

方
の
３
項
目
に
つ
い
て
、
後
半
の
地

方
創
生
で
は
、
本
格
的
な
人
口
減
少

時
代
へ
突
入
し
、
そ
の
対
策
の
た
め

に
議
会
と
し
て
も
積
極
的
に
施
策
立

案
に
参
画
す
る
こ
と
の
重
要
性
に
つ

い
て
講
義
を
受
け
ま
し
た
。

　
地
方
議
員
が
住
民
の
声
を
踏
ま
え

た
活
動
を
積
極
的
に
行
い
、
政
策
実

現
に
結
び
つ
け
て
い
く
こ
と
が
必
要

で
あ
り
、
ま
た
地
域
住
民
の
生
活
を

支
え
る
た
め
の
行
政
の
役
割
の
重
要

性
と
と
も
に
、
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な

要
求
を
よ
く
知
る
町
村
議
会
議
員
が

人
口
減
少
を
防
ぐ
方
策
を
考
え
、
地

域
の
維
持
発
展
に
取
り
組
む
こ
と
が

今
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
実
感
し

ま
し
た
。

（
副
議
長
　
成
田
　
肇
）

棄 権 せ ず に 投 票 し ま し ょ う !
　板柳町議会議員一般選挙の投票日は
　　   ２月21日（日）／投票時間：午前7時～午後6時

※期日前投票　　期間：2月17日（水）～2月20日（土）　時間：午前８時30分～午後8時
　　　　　　　　　　　場所：板柳町福祉センター2階（選挙管理委員会事務室）

常任委員会審査
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【
ふ
る
さ
と
の
味
】

　先日
、
弘
前
大
学
の
あ
る
研
究
室

主
催
の
、
伝
え
て
い
き
た
い
「
ふ
る

さ
と
の
食
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
で
、
焼
肉
の
「
モ
ツ
」
を

よ
く
食
べ
る
話
を
し
た
と
こ
ろ
、
皆

さ
ん
興
味
深
く
聞
い
て
い
ま
し
た
。

　板柳
で
は
普
通
の
事
だ
と
思
っ
て

い
た
事
が
、
実
は
他
で
は
な
い
「
食

文
化
」。
こ
れ
も
あ
る
意
味
「
ふ
る

さ
と
の
食
」で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
そ
れ
で
も
一
番
は
、
な
ん
と
言
っ

て
も「
お
ふ
く
ろ
の
味
」な
ん
で
し
ょ

う
ね
。
子
ど
も
達
に
伝
え
て
い
き
た

い
も
の
で
す
ね
。

（ 

副
委
員
長

　今

　浩一
）

【
発
行
責
任
者
】

　

　議

　長

　
　安

　田     

弘

※

第
９
号
発
行
予
定
は
５
月
８
日
頃

で
す
。　議会

だ
よ
り
へ
の
ご
意
見
・
ご
感

想
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

表紙：冬将軍
(高架配水塔から撮影）
表紙：冬将軍
(高架配水塔から撮影）
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